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小山ダムの定礎式－2

ダﾑ建設の安全と地域の発展を願う

表文化会館で第24回市民ギｬﾗﾘｰ
紙「第14回舂の山野草展」

北村珪子さん(本町）

今回は高萩山草会の会員など

54人が参加し、それぞれに丹精

込めて育てた287点の山野草

を展示しました。この時期に合

わせて花を咲かせるのが大変で

したが、みなさんに喜んでいた

だけてよかったです。

守っているよ、交通ルール 4
■

みんなのひろば 8

情報宅配便 12
○『市報』読者アンケートにご協力ください

○無料の法律相談を開きます



ダ
ム
エ
事
の
安
全
と

地
域
の
発
展
を
願
う

4月27日（金）、横川地区で建設工事
こやま

が進んでいる小山ダムの定礎式が、工事

現場のえん堤で行われました。当日は、
まさる

橋本昌茨城県知事をはじめ県や市､工事

関係者など約280人が出席。みなさんが

見守る中、工事の安全と地域の発展を
みかげいし そせき

願って、御影石の礎石がえん堤中央部分

に納められました。

今月号では、この定礎式の様子と建設

が進む小山ダムを紹介します。

零
脅
響
争
脅
拶
惑
拳
零
魯
等
奪
舎
鯵
傘
脅
噂
喰
婁
今
懲
簿
簿
・
錯

雑
鍛
え
ん
堤
に
礎
石
を
納
め
る
錬
繊

“
鯵
繁
繁
翰
鯵
鯵
齢
鯵
脅
争
奪
令
今
冬
今
奪
嘩
警
参
今
警
鯵
継

定
礎
式
は
家
の
建
築
で
言
え
ば
上
棟
式

に
あ
た
り
、
大
き
な
建
造
物
を
造
る
過
程

で
あ
る
程
度
の
形
が
で
き
た
時
に
行
わ
れ

る
儀
式
で
す
。
ダ
ム
建
設
で
は
、
本
体
基

礎
と
な
る
中
心
部
分
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

あ
る
程
度
打
ち
上
が
っ
た
時
点
で
行
わ
れ

ま
す
。
そ
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
の
工
事

の
無
事
を
感
謝
し
、
今
後
も
事
故
が
な
い

よ
う
に
願
う
と
と
も
に
、
ダ
ム
建
設
で
は

事
業
の
早
期
完
成
と
地
域
の
発
展
を
願
っ

て
開
か
れ
ま
す
。
ダ
ム
建
設
に
伴
う
こ
の

定
礎
式
は
、
県
内
で
は
平
成
元
年
に
行
わ

れ
た
十
王
ダ
ム
定
礎
式
以
来
、
一
二
年
ぶ

り
の
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

定
礎
式
の
内
容
は
神
事
や
定
礎
の
儀
、

式
典
な
ど
が
あ
り
、
建
造
物
の
種
類
に

よ
っ
て
そ
の
内
容
も
若
干
違
っ
て
き
ま

す
．
こ
の
日
の
神
事
で
は
、
土
地
を
守
る

神
や
職
人
の
神
を
祭
っ
た
後
、
強
固
で
立

派
な
ダ
ム
が
完
成
す
る
よ
う
祈
願
し
ま
し

た
。
続
く
定
礎
の
儀
で
は
、
多
く
の
出
席

者
が
見
守
る
中
、
下
の
一
連
の
写
真
が
示

‐

今巽
山 ム

す
よ
う
に
、
磨
き
上
げ
ら
れ
た
御
影
石
の

表
面
に
「
定
礎
」
と
刻
み
込
ん
だ
礎
石
を

え
ん
堤
の
中
に
納
め
ま
し
た
。

定
礎
式
の
中
で
も
大
き
な
役
割
を
占
め

る
こ
の
定
礎
の
儀
は
、
古
来
か
ら
伝
わ
る

形
に
沿
っ
て
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ

き
や

れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
木
遣
り
の
歌
に

合
わ
せ
て
工
事
関
係
者
に
よ
り
礎
石
が
会

場
内
に
運
び
込
ま
れ
、
会
場
中
心
部
分
に

あ
る
幅
四
メ
ー
ト
ル
四
方
、
深
さ
約
五
○

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
窪
み
の
中
央
に
礎
石

を
固
定
。
続
い
て
、
代
表
者
に
よ
っ
て
数

回
に
わ
た
り
礎
石
の
周
囲
に
モ
ル
タ
ル
等

を
入
れ
て
固
め
ま
し
た
。
こ
の
時
、
大
久

な
ら

保
清
市
長
は
コ
テ
で
モ
ル
タ
ル
を
均
し
て

い
み
ご
て

整
型
す
る
「
齋
饅
の
儀
」
を
、
矢
代
洋
三

市
議
会
議
長
は
礎
石
を
木
槌
で
叩
い
て
安

い
み
づ
ち

定
さ
せ
る
「
齋
槌
の
儀
」
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
所
に
ダ
ン
プ
カ
ー
に
積
ま
れ

た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
流
し
込
ま
れ
、
最
後

に
工
事
関
係
者
に
よ
り
均
一
に
均

》

さ
れ
て
、
約
三
○
分
に
わ
た
る
定

礎
の
儀
が
終
了
し
ま
し
た
。
ほ
ん

の
ひ
と
と
き
出
席
者
に
注
目
さ
れ

た
礎
石
は
、
こ
の
時
を
境
に
永
久

に
そ
の
姿
を
見
せ
る
こ
と
な
く
、

え
ん
堤
を
守
る
役
割
を
担
っ
て
眠

り
に
つ
き
ま
し
た
。

蕊

引
き
続
き
同
じ
会
場
で
行
わ
れ

た
式
典
で
、
式
辞
に
臨
ん
だ
橋
本

韓
哨
誕
避
瀦
遮蕊

め
の
ダ
ム
建
設
に
多
く
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
感
謝
し

L ゴ

》
蛾
雑
鍼
鋼
認
蝿
錨
総
鰯
郵
蝿
纈
蝿
辮
獺
蝉
調
騨
湾
蝿
球
率
輝
轄
難
諭
細
醗
鐸
鍛
琶
群
騨
蝿
檸
鯛
皐
銅
蕊
郷
騨
識
》
蕊
認
識
郷
唖
廻
舞
譲
；
哉
燕
薙
蝉
認

「
定
礎
の
儀
」
の
流
れ『舞春蕊'蕊蕊蕊蕊蕊窪舞霊ゞ鳶“ ､≦蕊……－

10人の工事関係者が担ぎ棒を使い､約100kgの礎
石を会場内に運び込んで始まります。 ’

えん堤の窪みに納められた縦36cm、横52c耐、厚
さ20cmの礎石を金具で固定します。 、、， _」
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ま
す
。
工
事
が
無
事
終
了
す
る
こ
と
を
願

う
と
と
も
に
、
こ
の
ダ
ム
が
地
域
の
発
展

に
つ
な
が
る
よ
う
に
役
立
て
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
県
議
会
関

係
者
や
地
元
の
代
表
者
に
よ
っ
て
く
す
玉

が
開
か
れ
る
と
、
出
席
者
全
員
で
無
事
故

で
の
完
成
を
願
う
万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
、

定
礎
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

畿
繋
奪
鵜
嘩
噌
巻
奪
噂
零
簿
簿
零
傘
鐵
零
畿
蟻
懲
慧
聯
穆
↓
畢

識
完
成
は
、
平
成
一
七
年
度
末
繊

ゞ
需
零
拳
拳
挙
識
拳
奪
謬
幣
拳
筆
霧
霧
籍
鶴
翁
熱
拳
簿
霧
霧
患

小
山
ダ
ム
は
大
北
川
総
合
開
発
事
業
と

し
て
県
と
高
萩
市
、
北
茨
城
市
が
協
力
し

て
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
役
割
は

大
北
川
の
河
川
氾
濫
を
防
ぐ
洪
水
調
節
の

ほ
か
、
水
道
・
工
業
用
水
や
農
業
用
水
の

供
給
な
ど
で
、
治
水
を
は
じ
め
利
水
の
役

割
を
果
た
す
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
計
画
さ

れ
ま
し
た
。

県
下
最
大
と
な
る
そ
の
規
模
は
、
え
ん

堤
の
高
さ
が
六
五
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
が
四

六
二
メ
ー
ト
ル
、
総
貯
水
量
は
一
六
六
○

万
立
法
メ
ー
ト
ル
。
そ
の
大
き
さ
は
、
昭

和
四
八
年
に
完
成
し
た
花
貫
ダ
ム
と
比
較

す
る
と
え
ん
堤
の
高
さ
で
約
一
・
五
倍
、

長
さ
で
約
二
倍
、
そ
し
て
総
貯
水
量
で
は

約
六
倍
に
も
な
り
ま
す
。

計
画
か
ら
完
成
ま
で
長
い
年
月
を
要
す

る
ダ
ム
建
設
で
す
が
、
小
山
ダ
ム
の
こ
れ

ま
で
の
経
過
は
、
昭
和
四
六
年
の
予
備
調

査
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
、
昭
和
六
二
年

茨
城
県
久
慈
水
系
ダ
ム

建
設
事
務
所

所
長
小
松
靖
男
さ
ん

ー

ダムエ事では、えん堤となる本体

を非常に強固なものにしなければな

りません。そのため地上に見えない

部分の星礎工事には、大変な労力と

時間がかかります。今回の定礎式は

それらの工事が終り、えん堤の地上

部分まで工事が進んだ段階で行った

もので、全体の建設事業の流れでも

大きな節目となりました。

県内最大規模となる小山ダムは、

ダムそのものの機能と合わせて地域

活性化の起爆剤としても大きな期待

が寄せられています。これからは地

域のみなさんといっしょにダムの周

辺整備について考えていきたいと思

います。

か
ら
は
計
画
地
内
に
か
か
る
横
川
小
山
地

区
一
五
戸
の
家
屋
の
移
転
が
始
ま
り
、
平

成
六
年
に
本
体
工
事
着
工
。
平
成
一
二
年

に
な
る
と
本
体
工
事
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

に
よ
る
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
、
現
在

ま
で
に
全
体
の
約
六
割
の
工
事
が
終
わ
っ

て
い
ま
す
。

完
成
は
、
平
成
一
七
年
度
末
の
予
定
。

小
山
ダ
ム
建
設
工
事
は
、
調
査
か
ら
完
成

ま
で
実
に
三
五
年
を
要
す
る
非
常
に
大
き

な
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

定
礎
式
を
終
え
て
さ
ら
に
本
格
的
な
工

事
が
進
む
小
山
ダ
ム
。
花
園
花
貫
県
立
自

然
公
園
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
に
建
設

さ
れ
る
こ
の
ダ
ム
は
、
観
光
資
源
と
し
て

も
大
き
な
役
割
を
担
う
も
の
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
雄
大
な
ダ

ム
の
姿
を
楽
し
み
な
が
ら
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
と
お
し
て
気
軽
に
自
然
と

ふ
れ
あ
え
る
よ
う
な
周
辺
環
境
の
整
備
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

ー

工事関係者により均一に均

して終了。 〆鷺’
礎石を納めた窪みの中にダンプカーに

積まれたコンクリートを流し込みます。

関係者によりモルタルを使って

礎石の周囲を固めます。 》' ‘ :を
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1『雛篭塞測州榊熟＃震矧

守っているよ､交通ルール‐

入学式からあっという間に2か月が過ぎました。僕らはやっと学校に慣れて、楽しくな
ってきました◎でも、ランドセルはまだちょっと重くて大変です。学校への行き帰りは、
車も多く注意しながら時には緊張して歩いています。ときどきスピードを出して走ってく
る危ない車があります。大人のみなさん、安全運転で僕たちを守って下さい。

生活環境課523-7031

登下校は僕たちにまかせて1

交通安全リーダー誕生
市
内
で
は
１
日
平
均
２
件
の
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
旭
年
の
人
身
事

故
発
生
率
は
、
２
年
前
と
比
べ
る
と
認
。
５

パ
ー
セ
ン
ト
増
と
急
激
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
隣
の
十
王
町
、
北
茨
城
市
と
比
較
し
て

も
、
人
口
１
万
人
あ
た
り
の
人
身
交
通
事
故

発
生
率
が
高
い
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

僕
ら
は
元
気
に
あ
い
さ
つ
し
な
が
ら
、
学

校
ま
で
お
友
達
と
楽
し
く
通
学
し
ま
す
。
歩

き
な
が
ら
、
今
日
一
日
の
出
来
事
を
考
え
る

と
、
ど
き
ど
き
わ
く
わ
く
し
て
き
ま
す
。
だ

か
ら
急
に
ス
キ
ッ
プ
し
た
り
走
り
だ
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

僕
ら
は
学
校
ま
で
の
道
の
り
を
自
分
な
り

に
車
や
自
転
車
に
注
意
し
な
が
ら
歩
い
て
い

ま
す
。
横
断
歩
道
を
渡
る
時
は
、
「
右
・
左
・

右
」
と
確
認
し
て
、
手
を
挙
げ
て
渡
り
ま
す
。

で
も
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た
車
が
わ
き
を
通

る
と
ひ
や
つ
と
し
ま
す
。
安
全
の
た
め
に
は
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

ゆ
っ
く
り
港
裁
唾
辱
〃
〃
″

高萩地区交通安全母の会連合会で

は、市内の小学校5．6年生16人を、

交通安全リーダーに委嘱しました。

委嘱されたみなさんは、集団登下校

時のリーダーとしてグループの交通

安全に努めます。子どもたち自らが

交通安全の意識を持ち、また、 自分

たちの活動に責任を持つことによっ

て、安全に楽しく学校に通えると期

待されています。

‐

人口1万人当たり

の人身交通事故

発生率

平成12年中の高萩警察署管内､市町別交通事故発生状況

｜
’

過去3年間の市内の交通事故

人身事故ｒ
Ｌ

161

211 き’4／11 （水） 秋山小学校で行われた

委嘱状交付式の様子

4

市町別

高萩市

北茨城市

十王町

‘人身事故

223
． ‘0便、

62

死者数

1

I

27

者数 物損事故

9

事故合計

752

6

2

333

78

644

176

903

238

高萩市

町

64.55件

鶚鶚‐

、

‐～～

平成10年

Ⅱ年

12年 ＃1”蕊』

死者数傷者数

3 194

4 267

1 1 273

物損事故 事故合計

473

514

529

634

ワワ反
イ9J

ﾛ単一



遠くが見えにくい子どもの視界

この写真は、子どもの視界が分かるよう、

ガードレールと同じ高さから撮影しています。

一
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僕
た
ち
が
唇
鳥
羅
る
ぢ
″
〃
″
み
ん
な
で
〃
催
雌
虎
霊
覆
ヲ
〃

大
人
は
僕
ら
の
こ
と
ど
の
く
ら
い
分
か
っ

て
い
ま
す
か
？
入
学
し
た
ば
か
り
の
僕
ら
の

身
長
は
だ
い
た
い
１
１
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
か
ら
頭
が
出
る
く
ら
い
で
す
。

小
さ
な
僕
ら
だ
か
ら
、
大
人
が
思
っ
て
い
る

ほ
ど
遠
く
ま
で
見
え
ま
せ
ん
。
車
の
ス
ピ
ー

ド
も
大
人
ほ
ど
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
大
人
の

み
な
さ
ん
も
車
か
ら
小
さ
な
僕
ら
を
見
付
け

る
の
は
大
変
な
は
ず
で
す
。
車
で
ス
ピ
ー
ド

を
出
し
た
ら
、
な
お
さ
ら
見
付
け
に
く
く
な

り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
僕
ら
は
分
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
、
僕
ら
の
た
め
に
、
安
全
運
転
し

て
く
だ
さ
い
。
大
人
の
み
な
さ
ん
が
優
し
い

気
持
ち
で
見
守
っ
て
く
れ
れ
ば
、
事
故
は
起

こ
ら
な
い
は
ず
で
す
。
僕
ら
の
立
場
に
な
っ

て
、
車
を
運
転
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

平成12年中の子どもが関係した歩行中の事故

(高萩警察署管内：十王町、北茨城市を含む）

ー

‐

－9

篭蕊
僕
ら
は
、
学
校
で
安
全
な
歩
き
方
を
教
え

て
も
ら
い
ま
す
。
大
人
の
み
な
さ
ん
も
車
の

運
転
の
仕
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
は
ず
で

す
。
時
間
が
経
つ
と
勉
強
し
た
こ
と
を
忘
れ

が
ち
で
す
が
、
交
通
ル
ー
ル
は
絶
対
に
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
僕
ら
は
、
「
交
通
ル
ー

ル
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
忘
れ
た
り
し
た
ら
、

事
故
に
あ
っ
て
ケ
ガ
を
し
た
り
、
多
く
の
人

に
迷
惑
が
か
か
る
」
と
教
わ
り
ま
し
た
。
僕

ら
は
教
わ
っ
た
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
す
。

大
人
の
み
な
さ
ん
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て

下
さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
。

識
蕊
繍
蕊
翻
雛
蕊

精
神
的
・
身
体
的
・
時
間
的
ゆ
と
り
の
な
い
人

・
考
え
事
を
し
な
が
ら
の
運
転
や
歩
行
。

・
い
ら
い
ら
し
な
が
ら
の
運
転
。

．
疲
れ
て
ぼ
う
っ
と
し
て
の
運
転
。

・
熱
が
あ
っ
て
ぼ
う
っ
と
し
て
運
転
。

・
寝
不
足
に
よ
る
居
眠
り
運
転
。

・
時
間
に
遅
れ
そ
う
で
、
急
い
で
運
転
。

◆
体
調
不
良
な
時
に
車
を
運
転
す
る
こ
と
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
（
道
路
交
通
法

船
条
）
。
ど
う
し
て
も
運
転
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
は
、
「
体
調
が
悪
い
」
と
自
覚
し

て
、
普
段
よ
り
速
度
を
落
と
し
、
運
転
に
集

中
す
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
時
間
的

な
ゆ
と
り
は
、
「
早
め
の
出
発
」
で
簡
単
に

で
き
ま
す
。
他
人
に
優
し
い
、
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
で
「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

ー

ﾁｬｲﾙドｼｰﾄの着用率鍔診
県内ﾜｰｽﾄ5駕黒綴

県内でチャイルドシートの着用率を調査し

た結果、高萩地区は5番目に低い結果がでま

した。県内平均68.1%の着用率に対し、高萩

地区は50．0％・子どもの命を失わないため

に、チャイルドシートを着用してください。

ベビーシートを無料で貸し出します
6月18日（月）から受け付けますので、希

望者は印鑑と免許証を持参し生活環境課ま

で。貸し出し台数は7台､期間は1年間です。

－

副
鐇
簿
》
高
萩
警
察
署
交
通
課
長

馬
場
耕
一
さ
ん

時
代
の
テ
ン
ポ
が
早
い
現
代
で
は
、
事

故
が
起
こ
る
こ
と
を
前
提
に
考
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
も

起
き
て
し
ま
う
の
が
事
故
で
す
か
ら
、

ル
ー
ル
を
守
っ
た
う
え
で
、
安
全
確
認
を

徹
底
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
事
故
は
い

つ
・
ど
こ
で
・
誰
に
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
歩
い
て
い
る
人
、
車
に
乗
っ
て
い

る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
が
お
互
い
に
注
意
し
合

い
、
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
事

故
に
遭
っ
て
か
ら
で
は
、
遅
す
ぎ
ま
す
。

《
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叙勲f勲六等瑞宝章 (財)日本ゲートボール連合会長賞受賞

宇佐美定男さん
（島名）

宇佐美さんは､昭和56

年に老人クラブを結成す

ると同時に、会員の健康

維持と親睦づくりのため

に市内でいち早くゲート

ボールを取り入れました。

宇佐美忠さん

力され、本市の統計業務

に多大な功績を残されて

います。 また、高萩市統計協会の副会長として、統

計意識の普及・啓発活動にも積極的に取り組まれる

ほか､消防分団長や公民館長､人権擁護委員も歴任さ

れるなど､地域活動にも積極的に貢献されています。

［喜びの声］今回の受章は、ひとえに皆様方の温か
たまもの

いご指導、ご支援の賜と心からお礼申し上げます。

今後、 この栄誉に恥じることのないよう、一層精進

して地域社会にご奉仕させていただく所存です。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

その後、高萩市ゲートボール協会発足と同時に審判

長に就任し、現在は県ゲートボール連合常任理事、

県北ブロック長を務めるなど、市内外のゲートボー

ルの普及・振興に多大な功績を残されています。

［喜びの声］ゲートボールは、チームワークとゲー［喜びの声］ゲートボールは、チームワークとゲー

ムの動きを考える頭を使ったスポーツです。高齢者

だけでなく、世代を超えて楽しめるスポーツになる

ようこれからも努力していきたいと思います。

ー

蕊自衛官募集相談員のみなさんです；
､ ‐ 今 ” － － “ ． ． 、 鳶 ． ~ 鳥

市と自衛隊茨城地方連絡部から委嘱された相談員

は、写真左から根本榮さん(銘)、石忠さん(青日町)、鈴木

榮さん(赫)、鈴木直登さん(上郡)の4人です。

みなさんは自衛官の志願案内や手続きの説明、 PR

活動などに取り組み、自衛官に対する協力者として活

動していきます。任期は4月から2年間です。

巽健 鋲

第Ⅱ5回ズボごｿ振興夫会で体育功労謹弗K望ツ奨励者擶技優秀者6競掛夏秀団体を表彰

5月26日(土)、市体育協会が主催して中央公民館で

開かれたこの大会では、市のスポーツ振興に尽力され

たみなさんをはじめ、平成12年度に各種競技大会で優

秀な成績を収めた個人や団体の表彰が行われました。

（個人名については敬称略）

第嫡森江燕議蕊蝉嬢鱸識

識;蝉鱸
毯雪密

蕊蟻蕊

鍵蕊
罫

』誰

ー

鍔
蕊
鱈"*:蟻”｡‘鍵灘

ミザ輔

ﾛﾛ＝ ー

菫

灘
マ

北畠暢男（本町）

鰯驚 t

J

…
蝋

板垣伊佐美（秋山)、明村勝英（高萩） －コ
',';､鍛鷺,
. ：弾．

溌蕊鍵識蕊淵1園…皇

蕊譲蕊議
中島優(峨肺I:31p鯛Wﾙｱﾆｽ鍔撤鍼娚子0:Iで鋤、大森三郎(+

王町嫉ｿﾌﾄﾃﾆｽ絵淑縣僅で離勵ﾘ、飛田キミ子{恢肺第7ﾛ鰊ｵｰ

ﾝﾃﾆｽ絵ｼﾆｱ好50卿で第3位|、熊谷功子(碗第22回金日ﾎｿﾌﾄﾃﾆｽﾚデ

ｨｰｽ獅縣鋤り卿で剛洲、佐藤芳恵("IInl、赤津卓男(上手

棚鰄県ｱﾏﾁｭｱゴﾙﾌ離剛好懲禰3位)、堀田キミ子(下珊第5ﾛ鰔県

諜剛|猷鐵鰯A三削下卿で第2位)、緑川慎二(畑町第49回調誹始弓道

鮒螂で雛)、高居晃(上那鋤県弓溌駐織|捌姶二段卿で雛)、土田

順一(杣同始醗州で離)、島田一也(説:同主織城蝿手撤会三剛下

略I櫛2伽、小田亜希子(恢肺瀬縣等輔弓道|臥鰐撤会纈鶇等輔

弓鮒催手縁会獅縣鑑好螂で雛)、伊勢野孝太旧姉:第42噸鶇騨

梛ｸｼﾝ絵ﾌｪｰ脈第31血)、鈴木謙司(城姉同絵ﾓｽｷｰﾄ'撹2伽、

金澤宏昭(誠同始ｳｪﾙﾀｰ'で鴬3位)、鈴木圭一(恢肺鰔県ｳｪｲ

ﾄﾘﾌﾃｨﾝ ｡雛個人跨縁会62陥脈第2伽力1，鐵則和(硝鰔縣船伽散

会中報始陸上雛男跿り剛Iぴで第3位)、綱川聡("l l 'りうあいｯｸ朧雄輔

野ﾘ年螂禰3伽、関根麻意子(上稲:鰄賄群柵合媚始ｱﾙﾝ箭撤

子ｽﾗﾛｰﾑで爵3位)、岡本岳士(下稲:中報縣舳艫絵ｽｷｰ雛ｽﾗﾛｰﾑで

離勵）

蕊回 鱗

高萩市体育協会弓道部(第49回全国誹絵弓醗細歌第3位）

高萩高等学校弓道部剛賄等榊季弓猷錬幡離凝紘会で離勵リ

高萩高等学校体操部(鰔賄群噺A峨鮒絵で鴬2位）

高萩中学校体操部(瀬縣舶媚姶中学祢会僻雛好団伽螂で雛）
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nformation

咽
聯
講
習
会
が
ス
タ
ー
ト
〃

』罵R通信技術一…
f准錘“鵠………壗津･噌需識……』""……､…輔…息曾:…馨篭……･僅一rw鎧蕊孟醤が､．；慰鱈篭一…醤鋸鴫､『秘…一益嘗息琶鉾舘蕊叡。

echnology
ブニクノ〃シ､一

市
内
で
年
間
約
千
人
の
受
講
者
を
集
め
て
開
か
れ
る
Ｉ

Ｔ
講
習
会
。
そ
の
最
初
の
講
座
は
、
五
月
七
日
㈲
に
松
岡

地
区
公
民
館
で
開
か
れ
た
初
級
パ
ソ
コ
ン
月
曜
講
座
で
し

た
。
翌
週
に
は
中
央
公
民
館
の
講
座
も
始
ま
り
、
本
格
的

に
Ｉ
Ｔ
講
習
会
が
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
ら
の
講
座
で
は
、
市

民
か
ら
募
っ
た
講
師
や
講
師
を
補
助
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

上
の
写
真
は
五
月
一
○
日
附
、
松
岡
地
区
公
民
館
で
開

か
れ
た
初
級
パ
ソ
コ
ン
木
曜
講
座
（
第
一
期
）
の
初
日
の
様

子
で
す
．
こ
の
日
は
、
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
体
験
す

る
と
い
う
四
○
歳
か
ら
六
九
歳
ま
で
の
一
九
人
が
参
加
。
会

場
で
は
滝
昌
弘
さ
ん
（
大
和
町
）
を
講
師
に
迎
え
、
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
的
な
機
能
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
実
際

に
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
す
る
実
技
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
実

技
で
は
、
講
師
の
ほ
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
参
加

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
高
萩
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ヘ
の
接
続
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
講
座
で
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ほ
か
、
文
言
の
作
成
や
電
子
メ
ー
ル
を
利

用
す
る
た
め
の
基
本
的
操
作
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

「
初
級
パ
ソ
コ
ン

木
曜
講
座
」
第
一
期
生

美
代
美
智
子
さ
ん

（
高
浜
町
）

パソコンに向かうのは初めてで

す。時代に乗り遅れないようにと

参加しました。講義では、専門的

な用語が多くてちょっと戸惑いま

した。子どもから学校でパソコン

を楽しんでいる話をよく間くの

で、私も早くインターネットや電

子メールの世界をのぞいてみたい

と思います。

ｰ

,‘…訂ﾙｩ…＃畠く

⑬廟-少鋤i･プ陣サッカー選寧をエスコート しも

徹山下ボはやし保存会に

新しい太鼓が扇ぐノ
｢宝くじ助成事これ(ま鋤)自治総合センターによる

その内容は－尺五寸の業jとして整備されたもので、

長胴太鼓が1台心締め汰鼓が8台とそれらの台､密､壷し

てバチや笛などです． ･

田幸男〈識山)j蕊んは話していました。 ボ:;"〆

里ゴ

5月3日(木)、ひたちなか市総合運動公園で開か

れたJリーグ(J2)の公式試合で､高萩市サッカー

スポーツ少年団のみなさんが、 FC水戸ホーリーホ

ックの選手をエスコートしながら入場。記念写真(上）

の後､アルビレックス新潟との試合を観戦しました。

(霊Z風さくら睡一ルー疑大禽献賞
－－

4月8日（日）、 日立シビックセンター周辺をス

タート ・ゴールに開かれたこの大会には、高萩市民

約40人を含む2,912人が参加しました。

■入賞者（3位まで：敬称略）

ロハーフマラソンの部皆川久夫(加工繩上部-鵬子40誠で

第2位)、板垣正義旧|上TSI-I甥子50献撹2位)、八巻美穂(瀬ｷ

ﾘｽﾄ九一聯好39釧下で第2位）

□10kmの部虻川正次伽工繩螂;-順子50鯏上で第3伽

□5kmの部国井安男(誠+王削:-鵬子40献攪2位)、黒沢

幸男旧立論-鵬子50刷上で離)、小野大介(高紅業帥帥甥子0

:Iで雛）

:藤

、 ノ
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･市政案内旧曜当番医など)テレフォンサービス

B23-1151，23-1152

●火災･災害情報案内B24－0019

毎年、薑れから正月にかけて駅前□一夕リーをイ

ルミネーションで飾る「光のページェント|Nたかは

ぎ｣。その事業に取り組んでいる実行委員会が､7月

7日(土)と8日(日)の2日間、駅前ボケットパーク

と駅前通りに七夕飾りを付ける「七夕ページェント

|Nたかはぎ」を開きます。

「年末恒例の光のページェントが、今年10回目を

迎えるのを記念して、薑にもみなさんに親しまれる

ようなイベントを企画しました。企業や団体の七夕

飾りのほか、個人でも短冊を吊せる七夕飾りを用意

しますのでぜひ参加してください」と原川さん。

麹…¥,蕪為蕗､爵禽…:¥』慰職…§蕊鷺渚蕊録r凝鐙鰯…餅?…黛鼻:典§》,『『簿?ゞ尋…息語釧;託.鐸譲“鍵§ず職7蓉箕穣琴識44,:鞍ら"鍵 ！

親子で1日を楽しく過ごす

輝溌醗勤難職翰鰯鰄鰄 5月20日(日)〃

家族連れな森林公園で開かれたこの広場には、家族連れな

ど約2,200人が参加。会場ではミニSLや木工作、

お手玉、パネルシアターなどのほか、今回初めて

3頭の馬による乗馬も行われ、訪れたみなさんは

1日を楽しく過ごしました。

コア

鑛急 ；
饗

~､ 、 ． '~､ "“…蕪“〃 ．､溌

辮
ー '

ﾖｰｸ0､Z-

ﾘ楽園」出版記念今 轤蕊識
松本さんが絵や写真

などで生物を紹介した

『ニューヨークのワイ

ルドライフー野性生物

の楽園』｡その出版を記

念したパーティーが水

戸市内のホテルで開か

れ、関係者など90人が

出席しました。会場で

は本に掲載された絵が

展示される中、みなさ

んで出版を祝いました。

！」唾? ？ ■》J忌事②始表つな坂ノユ上登山道■
Ⅱ安全で快適な登画道の鑿備が廷んをいま■す。

‐

茨城銀行高萩支店ロビー 召22-2028

光影塾の『写真展』

とき／開催中～6月29日（金） 9:00～15:00

高萩郵便局窓口ロビー 召22-2001

ちぎり絵展

とき／開催中～6月14日（木） 9:00～19:00

絵手紙展

とき／6月18日(月)～7月上旬 9:00～19:00

自慢の踊りを披露

’隷慧識鐵迩瞳驚婁倉鍵if" 5月20日(日）

日舞を愛好する5つの団体が参加して開かれた

このまつりには、会員など約90人が出演。会場の
つや

文化会館ステージでは、音楽に合わせて艶やかな

姿で舞う姿が見られ、来場したみなさんの目を楽

しませていました。

みよし高萩手綱店ギヤラリー B22-3993
しゅんこう和紙ちぎり絵展

とき／開催中～6月30日(±） 9:00～18:30
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◎まちの情報をお寄せください。
し市役所秘書課召23－7320

FAX24-4653

認
ん
な
の

評轆…撫醸鷺…一
I蔦置誇毒鳥癖X凄…鼠鴛椴競錘…爵…爵篤鍔認識蕊辮輔鵬ﾐ驚燕漁……癖謬#…熟 鍔葺 鑑 I

争
里

通学路の清掃活動に取り組む

騒騒5月19日(土）
通学路を中心に学校周辺の清掃を行うこの

活動には、全校生徒が参加。みなさんはカバ

ンをごみ袋に持ち代えて、毎日通学で歩いて

いる道沿いに捨てられている空き缶やごみを
ワラビをいっぱい採ったよ／

5月10日(木） 拾い集めました。

ｏ
ろ
ば

地域の豊かな自然に親しむ目的で開かれたこ

の観察会には、全校児童や先生のほか保護者も
おおにた

参加。会場の大荷田地区の開けた丘では、新緑

に染まる山並みを背にして、 ワラビ採りや植物

観察などが行われました。

ー

邸〆

農 錘蕊塞護i琴凸■

自分たちで育てた苗を植える

5月11日(全）

校舎北側に広がる約1,000㎡の学校田を会場に開かれたこの

集会には、全校生徒が参加。生徒のみなさんが種もみから育て

たモチ米の苗を使い、地域の指導者として講師に招いた沼田勝

男|~上剰さんの指導を受けながら田植えを行いました。

学校ぐるみのふれあいを楽しむ

鐵擬蕊灘霞燕蛾溺蝿錘搦譲認 5月16日(水)＃

承は、給食後

ー

今年度から始まったこの取り組みは、給食後

の清掃の時間をなくして先生と生徒、そして生

徒同志のふれあいの時間を長くしたもので、開

かれるのは毎週水曜日。訪れたこの日は、廊下

で先生と腕相撲する生徒の姿が見られました。

13か国から40人の外国人留学生が訪れる

5月7日（月）

(砿)宅にある

mで、花が密

きなかたまり

す｡｢育てる苦

、 この姿を見

と菊池さん。

5月3日(木)～5日(土）舅…圃蒔蝿副…fm=

高萩市国際交流協会が主催したこの行事に

参加したのは、 13か国40人の外国人留学生。

みなさんは、松岡地区公民館でお琴やお茶な

ど日本の伝統的な文化を体験するほか市内各

家庭にホームステイし、家族の一員として普

段着の交流を楽しみました。
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体
が
だ
る
く
な
る
と
い
っ
た
症
状

が
で
る
は
ず
」
と
い
う
誤
っ
た
思

い
込
み
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
空
腹
時
の
血
糖
値
が

１
２
６
鵬
／
伽
を
超
え
れ
ば
糖
尿

病
と
診
断
さ
れ
ま
す
が
、
先
ほ
ど

述
べ
た
「
喉
が
渇
く
」
と
い
っ
た

現
在
、
糖
尿
病
は
、
日
本
で
の
人
工
透

析
導
入
の
約
半
数
、
中
途
失
明
原
因
の
第

１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
高
齢

者
ば
か
り
で
な
く
、
仙
代
・
帥
代
の
働
き

盛
り
の
人
で
も
糖
尿
病
の
合
併
症
に
苦
し

ん
で
い
る
人
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
失
明

等
で
仕
事
を
失
え
ば
、
本
人
は
も
と
よ
り

家
族
に
と
っ
て
も
大
変
な
問
題
と
な
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
な
る
大
き
な
原
因

は
、
「
糖
尿
病
は
悪
く
な
れ
ば
喉
が
渇
く
．

助川電気正業(株）
なるひこ

市川成彦さん（秋山）シ
＝ ~ リ

Q.会社について教えて f礎湾ない？ E 』』且 ,
ください。

""蕊溌必嘩“蕊 ズ
A.従業員は250人。工疑ら包み夷魏I電霊室蒙棒式会誌

を試運転させながら、お客様の希望どおりにできてい

るか最終的な確認をしています。

Q.お仕事上で注意していることをお聞かせください。

A.常に100%の製品を目指して検査しています。製品

の合否を判断するので、毎日が緊張の連続です。お客

:灘

瓢
睡
ご
み
霊
唾
塞
ぎ

健康小話

星鵠鶴ジ､埒､魚
､軒詫

典
型
的
な
症
状
は
、
３
０
０
蝿
／
伽
を
超

え
る
よ
う
な
高
血
糖
に
な
ら
な
い
限
り
、

通
常
起
き
て
き
ま
せ
ん
。
大
体
の
患
者
さ

ん
は
血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
悪
い
人
で

も
２
０
０
鵬
／
皿
前
後
の
人
が
多
い
の

で
、
「
症
状
が
で
な
い
か
ら
病
気
も
軽
い
だ

ろ
う
」
と
思
い
込
み
通
院
を
中
止
す
る
な

ど
し
て
、
い
つ
の
ま
に
か
合
併
症
で
視
力

が
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
落
ち
て
い
た
と
い

う
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い
の
で
す
。
初
期

》
》

ー

釣りをしたり、バイクに乗ったり好きなことをしてリ

ラックスしています

Q. これからの目標をお願いします。

A・知識と経験を積んで、早く一人前の検査員としてお

客様が満足できる製品をお届けしたいと思います。

夫
婦
で
学
ぶ
『
低
山
ハ
イ
ク
」
教
室
で
神
峰
山
霊
山

５
月
灼
日
（
士
）

松
岡
地
区
公
民
館
主
催
の
こ
の
教
室

は
、
舎
年
で
２
年
目
．
第
１
回
目
の
今
回

は
、
１
時
間
の
登
山
の
心
得
に
つ
い
て
の

講
義
の
後
、
神
峰
山
（
日
立
市
）
で
登
山

を
楽
し
み
ま
し
た
．
参
加
し
た
旭
組
の
ご

夫
婦
は
、
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
山
頂
を
め

ざ
し
、
山
頂
で
は
、
眼
下
に
広
が
る
景
色

を
楽
し
み
な
が
ら
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。

ー

合
同
開
講
式
で
「
ど
じ
ょ
う
す
く
い
」
を
披
露

４
月
配
日
（
木
）

中
央
公
民
館
と
松
岡
地
区
公
民
館
の
合

同
開
講
式
が
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
各
館

の
講
座
の
受
講
生
な
ど
約
６
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
．
式
で
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
、
講
座
受
講
生
で
結
成
し
た
「
ど

じ
よ
っ
子
ク
ラ
ブ
」
に
よ
る
「
ど
じ
ょ
う

す
く
い
」
に
は
鉢
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
い
、

食
生
活
改
善
推
進
連
絡
会
で
中
央
研
修

５
月
四
日
（
水
）
・
劉
日
（
木
）

、
食
生
活
の
改
善
へ
取
り
組
む
同
会
の
研

修
会
が
行
わ
れ
、
２
日
間
に
分
け
て
田
人

の
み
な
さ
ん
が
参
加
。
講
義
に
引
き
続
い

て
の
調
理
実
習
で
は
「
魚
食
普
及
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
健
康
料
理
作
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
．
こ
れ
を
も
と
に
各
地
区
の
み
な
さ
ん

を
対
象
に
、
料
理
教
室
が
開
か
れ
ま
す
。
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パソコン入門書 毎陣蝉畷7月14日|i114:30~
私通罰'教習節“01)?■ 柳沢健二著河爵書欝新羅「はむこ参る」
職溌無Z徹底指南Ⅱ』 林 望著■文芸春溌「アンパンマンまじょのくにへ」

溌跡""て《淫‘, 坪林達夫曾瀧灘{あ蛎職室} ‘月,6日出,4:30～f5識ふち楽しむパソコン講座
津学峯かちのパソコン入門 木庭貴和著ｻﾝﾏｰｸ出願 「かたつむり｣｢ロケット」
パソコンなんてこわくない 田所幹魚著実業之日本社 「ふうせん｣｢ブラキオサウルス」

灘:撫踊撫隷蝋纈蝋'駕孵1 ,4:30-
悠々自適50代からのパソコン くわがたバｿｺﾝ塾著きん0<"た社絵本 「すてきな三にんぐみ」
図解超初心者のパソコン入門 主婦と生活社…号瞳ェ 『しー今→､.雫‘ ,1

6月23日(土） 14:30～

絵本 「すてきな三にんぐみ」

紙芝居「おやゆびひめ」

yF

'
恋23-7174

眠
隔
９
５

－
訓
碧

６
■
【
９

南|旧引I罰嵩

パネルシアター 「にんじんはなぜ赤い」

7月11日（水) 14:30~

絵本「どれがぼくかわかる？」

紙芝居「アンパンマンとおばけのもり」

パネルシ認溌達「七夕」

一
一

|図書館のホームページ開設I
謬日員火水本譜

謹鱸
,6 3
10

'月17

24

識早冒火雅語

燃
7 8

15

月22

29
|月』；
~

5月11日(金)より図耆館のホームペー

が開設しました。ぜひご覧ください。

鯵ホームページアドレス”
〆

簿http:www.jsdi.or.jp/~taka-lib/

ボイス〆。、、

FUO1Ce
今月の

藤咲桂さん（上手綱）

今日は、検索用パソコンで「ねこのポチ」という

本を見付けました。私は子猫が大好きなので、子猫

が登場するこの本がとても気に入っています。 ___g

ﾔ輝寺＃〃 ザ

ー

悪
GUIDE

》
熱
蹄
》
》
》
》
雑
婚
毒
酔
諦
蹄
》
罪

識
認
諏
権
吋
饒
謡
唾
畷
稚
匡
麺
構
や
蓉

癖
い
な
こ
と
に
、
赤
水
は
学
問
に
理
解

、
丁
″
Ｉ
幸
手

》
懸

：
百
姓
の
生
活
の
厳
し
さ
を
忘
牧
る
こ

》
『
農
民
疾
苦
」
は
、
「
再
改
め
」
と

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
い
あ
ら
た

》
い
う
年
貢
の
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
願

は
る
も
り

'1）(|’文化急鴎ガイい鍵
建
議
蕊
鋳
蕊
輝
講
識
鑓
鍵
湊
蕊
譲
鶏
謹
灘
鍔
診
鳶
溝
薄
鰯
嶺
脅
参
殿
獅
灘
轄
癖
識
蕊
鶏

颪i｛

|'｜

｜
|'’

込
凧
叱
旧
岻
嘔
呵
川

ｈ

ｌ

Ｉ

Ｏ

仙

旧

川

呵

23－7411

逼繭蕊BANDコンサート？

"!’、

､一参一､割へヘヂ､-,-,-〆､"､入"国ふ急ぷ舞慰象斑

とき9月15日(土）

開演昼の部14:00夜の部18:00

入場料3,000円(全席指定）

入場券発売 7月1日（日）

プレイガイド田所書店､伸屋書n
店､ Yショップサカモト､モン

ペリ上島名ねもと．せきね、滝､
の湯鉱泉湯治センター、和田ス・

トアー(+王)、ピアノマート(鯛､
日立市民会館、高萩市文化会館

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

：
，
繋
蕊
心
§
＃
鱒
驚
爵
州
欝
撫
《
鰯

|’ ｈ

■

■

旧

旧

Ｊ

ａ

■

ｒ

ｌ

ｋ

功

ｆ

‐

１

．

Ｊ

田

１

１

１
１進透明な

上
に
、
再
改
め
を
す
る
土
地

と
し
な
い
土
地
が
あ
る
な
ど
の
問
題

が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

農
政
批
判
が
困
難
だ
っ
た
当
時
、

赤
水
の
勇
気
あ
る
行
動
は
功
を
奏

し
、
再
改
め
は
．
廃
止
さ
枚
ま
し
た
。

『
農
民
疾
苦
」
の
上
申
は
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
、
赤
水
六
一
歳
、
治
保

碓
レ
ー
」
ス
ノ

の
侍
講
（
教
師
）
と
な
っ
た
次
の
年

の
こ
と
で
し
た
。

「
農
民
疾
苦
」
の
原
稿
の
結
び

難
ー

：
驚
蕊
驚
脅

－1｝
一ノ

の
う
み
ん
し
つ
く

『
農
民
疾
苦
』
に
見
る

百
姓
と
し
て
の
気
概

寵
諺

唾

蝿串

喉養議《:噂鐸>謬転了漆警森蕊i麹議島錘置“~~

Ⅲ皿胸b ◆守り L'肌岫I肌1q ,4●◆ ､bbL1ⅧⅦL11L ◆◆今叩qlいⅧ1Ⅷ'b ◆今b L11咽ⅧⅧuq, U凸■ 4blL1凧Ⅷ袖 曲今今叩qⅧⅧⅧ恥'' 4■凸今 qⅧ11111W ,､-凸ら '4M咄糊mh

高 萩市市民憲章

昭和49年制定

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

礼儀を正しく、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

●
。
。
■
▲

１
１
１
１
１

）

ています。秘書課（谷23-7320） までご連絡ください
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一
募
集
一

▼
開
催
期
間
８
月
お
日
（
日
）
か
ら
９
月
四

日
（
日
）
ま
で
の
毎
週
日
曜
日
・
※
雨
天
順
延
。

▼
会
場
市
営
野
球
場
ほ
か
。
▼
チ
ー
ム
編

成
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

人
（
学
生
を
除
く
）
で
、
監
督
を
含
め
妬
人

以
内
で
編
成
。
▼
参
加
費
１
チ
ー
ム
５
，
０

０
０
円
．
▼
申
込
６
月
旧
日
（
火
）
か
ら
７

▼
日
時
６
月
記
日
（
木
）
午
後
１
時
加
分
か

ら
．
▼
会
場
市
民
相
談
室
．
▼
相
談
員

茨
城
県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
松
崎
保
元

先
生
。
▼
募
集
人
員
６
人
（
先
着
順
）
・
※

相
談
時
間
は
１
人
加
分
程
度
。
▼
申
込
６

月
妬
日
（
月
）
午
前
８
時
釦
分
か
ら
電
話
で
申

し
込
み
。
※
こ
の
時
間
以
前
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
。
▼
問
合
せ
秘
書
課
（
四
）
７
３
２
０

暮らしに役立つ第
四
回
震
萩
市
長
杯
争
奪

軟
式
野
球
大
会

無
料
の
法
律
楯
談

宅 便配
惨苧缶等準？ ●謬参摩尋鯵乎争争呼霧零争霧診伊態季鯵伊零参ザ 停鐸騒霧零辱傍僻鮮呼穆鯵謬診齢霧辱鯵鯵鮮等亭霧鯵伊琴零●季辱蒔霧辱醇綴零鯵伊辱呼争鯵鯵鮮

険
料
を
含
む
）
。
▼
申
込

６
月
配
日
（
火
）
か
ら
７
月

６
日
（
金
）
ま
で
に
参
加
費

を
添
え
て
市
民
体
育
館

へ
．
▼
問
合
せ
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
（
四
）
７
０
３
６

▼
期
間
７
月
四
日
（
月
）
か
ら
幻
日
（
金
）
と

釦
日
（
月
）
、
訓
日
（
火
）
の
７
日
間
。
▼
会
場

松
岡
小
学
校
プ
ー
ル
．
▼
対
象
小
学
１
年

生
か
ら
３
年
生
の
子
と
親
加
組
（
仙
人
）
．
▼

参
加
費
親
子
１
組
１
，
０
０
０
円
（
傷
害
保

▼
と
き
８
月
５
日
（
日
）
、
旧
日
（
土
）
、
旧

日
（
日
）
、
泌
日
（
土
）
・
▼
会
場
東
町
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
．
▼
対
象
昭
和
“
年
４

月
１
日
以
降
に
出
生
し
た
人
で
、
平
成
旧
年

５
月
１
日
か
ら
引
き
続
き
市
内
に
居
住
す
る

学
校
生
徒
（
全
日
制
）
以
外
の
人
。
▼
競
技

種
目
軟
式
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
陸
上
競

技
、
柔
道
、
剣
道
、
弓
道
、
卓
球
、
相
撲
、

綱
引
き
。
▼
参
加
費
無
料
。
▼
申
込

７
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
市
民
体
育
館
へ
。
▼

問
合
せ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
四
）
７
０
３
６

月
６
日
（
金
）
ま
で
に
、
参
加
黄
を
添
え
て
市

民
体
育
館
へ
．
▼
問
合
せ
市
民
体
育
館

（
四
）
２
５
５
２
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
由
）
７

０
３
６親

署
水
泳
教
室

茨
鰯
県
青
年
大
会

兼
霊
顯
画
塞
鬮
濤
年
大
塞
予
婁
零

ー

鯵●鯵零嘩寄奪鯵等寄鯵伊醗静密鯵縛霧紗簿謬鯵奪謬準鞍僻鯵綴龍， 辱曾‘ 群奪霧 静掌夢等 鞍・ 鋒謬鯵蜜瞭 静等 静簿鋒診醗酵鯵鮮瀞俳 零鯵零歩夢發鱗奪

▼
日
時
７
月
４
日
（
水
）
午
前
９
時
吃
時
ま

で
．
▼
会
場
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
▼
対

象
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

▼
参
加
費
無
料
．
▼
講
師
高
萩
消
防
署

員
．
▼
内
容
止
血
、
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
な
ど
。
※
当
日
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ウ
エ
ア
な
ど
の
軽
装
で
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。
▼
申
込
６
月
塑
日
（
金
）
ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
．
※

受
講
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付
．
▼
問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
羽
）
７
０
３
６

▼
日
時
８
月
四
日
（
水
）
か
ら
９
月
２
日

（
日
）
ま
で
の
５
日
間
。
午
前
旧
時
か
ら
午
後

４
時
．
※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
．
▼
会

場
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
。
▼
講
師
県
内

外
の
美
術
家
。
▼
内
容
と
定
員
洋
画
（
静

▼
開
放
校
市
内
の
小
・
中
学
校
９
校
。
▼

開
放
期
間
７
月
四
日
（
土
）
か
ら
８
月
仰
日

（
金
）
ま
で
と
、
８
月
〃
日
（
金
）
か
ら
訓
日

（
金
）
ま
で
．
▼
開
放
時
間
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
。
※
挙
校
が
使
用
す
る
場
合

は
、
開
放
し
ま
せ
ん
．
▼
対
象
扣
人
以
上

の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
．
※
開
放
希
望
団
体
は
７

月
４
日
（
水
）
の
普
通
救
命
講
習
会
を
１
団
体

３
人
以
上
受
講
す
る
こ
と
．
▼
申
込
６
月

塑
日
（
金
）
ま
で
に
市
民
体
育
館
へ
．
▼
問
合

せ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
四
）
７
０
３
６

美
術
講
謁
会

霞
通
救
顔
講
霞
ま

小
・
嘩
学
嬢
の
ブ
ー
ル
壱
鑑
識
鴎
威

ｰ
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ま
で
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
．
※
定
員
に
な

り
次
第
、
締
切
り
ま
す
．
▼
問
合
せ
生
涯

学
習
課
（
四
）
１
１
３
２

物
・
人
物
）
卯
人
／
洋
画
（
人
体
）
訓
人
／

日
本
画
（
静
物
）
加
入
．
▼
受
講
料
一
般

３
，
２
０
０
円
／
営
生
２
ゞ
４
０
０
円
／
（
人

体
）
｜
般
８
０
０
０
円
／
（
人
体
）
学
生

４
，
８
０
０
円
。
※
教
材
費
は
自
己
負
担
。

▼
申
込
７
月
５
日
（
木
）
か
ら
川
日
（
火
）
午

前
旧
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
に
、
申
込
害
（
教

育
委
員
会
‐
市
役
所
受
付
に
あ
り
ま
す
）
に

受
講
料
を
添
え
て
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

一
正
＆
㈲
み
な
さ
ん
に
毎
月
お
届
け
し
て
い
る

市
報
は
、
昭
和
加
年
９
月
に
第
１
号
を

発
行
し
て
以
来
、
今
年
Ⅲ
月
号
で
記
念

す
べ
き
５
０
０
号
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

を
契
機
に
市
報
に
関
す
る
ご
意
見
や
ご

要
望
を
お
聞
き
し
、
今
後
の
紙
面
づ
ぷ

り
に
役
立
て
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

〃
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
ず
心
血
一

▼
記
入
方
法
等

添
付
し
て
あ
る
は
が
き
を
点
線
か
ら

切
り
取
り
、
各
項
目
へ
の
回
答
の
ほ
か

自
由
に
ご
意
見
や
ご
要
望
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。

■
記
入
後
は
、
切
手
を
貼
ら
ず
に
そ
の

ま
ま
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
有

効
期
限
は
７
月
訓
日
（
火
）
ま
で
と
な
つ
．

て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
や

※
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
市
報
旧
月

号
で
紹
介
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
秘
書
課
（
四
）
７
３
２
０

i2
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▼
日
時
７
月
６
日
（
金
）
．
※
｜
般
一
午
前

９
時
卯
分
か
ら
吃
時
訓
分
．
給
油
卵
午
後
１

時
か
ら
４
時
。
▼
会
場
日
立
市
多
賀
市
民

会
館
。
▼
受
講
料
４
，
７
０
０
円
．
▼
申

込
申
請
舌
を
６
月
四
日
（
木
）
午
前
川
時
か

ら
午
後
３
時
訓
分
ま
で
に
茨
城
県
中
小
企
業

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
日
立
市
）
へ
持
参
、
ま
た

は
郵
送
．
※
郵
送
の
場
合
は
、
６
月
即
日
（
水
）

必
着
．
〈
申
請
書
は
高
萩
市
・
十
王
町
事
務

組
合
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
〉
▼
宛
先

一
電
３
１
０
１
０
８
５
２
水
戸
市
笠
原
町
９

７
８
番
妬
（
茨
城
県
開
発
公
社
ビ
ル
４
階
）

（
社
）
茨
城
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
▼

問
合
せ
高
萩
市
‐
十
王
町
事
務
組
合
消
防

本
部
予
防
課
（
座
）
２
９
１
９

い
よ
い
よ
壹
で
す
。
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
の

前
に
、
海
岸
清
掃
を
行
い
ま
す
の
で
、
多
く

の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
▼

日
時
７
月
８
日
（
日
）
午
前
８
時
か
ら
。
※

雨
天
時
は
旧
日
（
日
）
に
延
期
．
▼
場
所
高

戸
小
浜
海
岸
と
（
旧
）
高
萩
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン

前
か
ら
花
臺
川
河
口
付
近
ま
で
の
海
岸
。
▼

準
備
品
各
自
、
軍
手
な
ど
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
▼
問
合
せ
生
活
環
境
課
内
市
民
憲

章
推
進
協
議
会
（
閉
）
７
０
３
１

平
睡
喝
年
度

罰
顛
罎
陰
物
鰄
鍾
憲
函
爆
蒙
講
雲
ま

海
岸
清
掃

諦
児
菫
琴
鐵
に
つ
い
て

〃 『替渉が『緑卑･ 卯 砂等 が炉 f’ ず蚤噂｝ 紬砂吟砕椰象 叩 J時
唾『、 雁岬や g吟 附、 いか号伊細簡辞 抄恥鈩醗凹上 F、 蝉靜曾小甲騨堺岬岬: 好梱 4h 『 ⑬ 序岬叩

｜ 国民年金に加入している人の所得制限限度額 ’ 現
況
窟

児
菫
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
毎
年
１

回
、
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
．
６
月
旧
日
（
月
）
ご
ろ
に
現
況
届
の
用

紙
を
送
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を

取
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
児
菫
手
当
を
受

け
て
い
る
人
で
、
１
月
１
日
現
在
高
萩
市
に

住
民
登
録
し
て
い
な
か
っ
た
人
は
、
そ
の
当

時
、
住
民
登
録
を
し
て
い
た
市
町
村
か
ら
課

税
証
明
書
（
平
成
ね
年
の
内
容
）
を
受
け
現

況
届
と
い
っ
し
ょ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

制
度
か
散
正
感
れ
ま
も
た

平
成
旧
年
６
月
よ
り
児
童
手
当
制
度
が
改

正
さ
れ
、
所
得
制
限
の
限
度
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

平
成
旧
年
度
所
得
が
所
得
制
限
の
限
度
額

内
で
就
学
前
の
児
菫
を
養
育
し
て
い
る
人

で
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人
は
、
市
民
課

窓
□
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ

市
民
課
（
四
）
２
１
１
６

ー

｢厚生年金等に加入している人の所得制限限度額一｜
|扶養人数｜ (改正前)12年度｜ (改正後)13年度I扶養人数 (改正後)13年度
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現
在
、
み
な
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
⑤
医
療

福
祉
費
受
給
者
証
（
乳
幼
児
・
妊
産
婦
は
除

く
）
は
、
６
月
訓
日
（
土
）
で
使
え
な
く
な
り

ま
す
．
こ
の
た
め
、
新
し
く
受
給
者
証
を
更

新
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
取
っ
て
く
だ
さ

い
．
手
続
き
に
は
６
月
塑
日
（
金
）
に
通
知
す

る
は
が
き
と
保
険
証
、
旧
受
給
者
証
、
印
か

ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
混
雑
を
避

け
る
た
め
手
続
き
は
地
区
割
り
で
行
い
ま

す
。
な
お
、
指
定
日
に
都
合
が
悪
い
人
は
、

６
月
幻
日
（
水
）
か
ら
四
日
（
金
）
ま
で
の
期
間

に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
．

▼
手
続
き
場
所
保
険
年
金
課
．
▼
時
間

午
前
８
時
釦
分
か
ら
午
後
５
時
旧
分
。

※
⑤
医
療
福
祉
制
度
と
は
、
乳
幼
児
や
母
子

家
庭
の
母
子
、
父
子
家
庭
の
父
子
、
妊
産
婦
、

菫
度
心
身
障
害
者
な
ど
の
み
な
さ
ん
が
、
必

要
と
す
る
医
療
を
容
易
に
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
そ
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度

で
す
。

〆 、

麗
療
福
祉
費
⑳

霊
給
奮
証
鰯
更
新

｢霊園｣使用者の再募集

高萩霊園・高萩第2霊園の使用

者を応募条件を変えて、再募集し

ます。

伝所在地赤浜字大久保364番

地。少募集区画日本式27墓。し

応募条件市内に住所のある人

で、現在使用する墓地がない人に

限ります。惨使用料（管理料）

日本式<9｢Tf>72万円(3,780円)、

<12ITf>96万円(3,780円)。隣申

込6月20日(水)から28日（木）

までにさ印鑑を持参して生活環境

課へ。※申込者多数の場合や使用

希望灰画が重複する場合は抽選｡

伝問合せ笙活環境課(23)7031

ー

郭
▼
問
合
せ
保
険
年
金
課
（
四
）
２
１
１
７

一

宮
綴呼

塞
邸
・
寧
馨
核
、
霞
等
譽
模
鈎

産

志

教
科
書
毒
展
示

か酔睾

峠
▼
日
時
６
月
塑
日
（
金
）
か
ら
７
月
５
日

ぞ

《
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
。
▼
会
場

幸

坪
県
北
セ
ン
タ
ー
（
日
立
市
立
大
久
保
小
学
校

睾
内
）
０
２
９
４
（
粥
）
０
５
５
５
、
県
北
セ
ン

岬
夕
ｌ
常
陸
太
田
分
館
（
常
陸
太
田
市
立
太
田

年

Ｆ

唱

罎
中
学
校
内
）
０
２
９
４
（
泥
）
１
１
２
０
．
▼

伊

麟
問
合
せ
学
校
教
育
課
（
羽
）
１
１
３
５

辱『fヤ F 鯵昏争母f’ 章。 今鯵F害琴停呼零． 学
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扶養人数

0

１
２
へ

ご

4

5

(改正前)12年度

170万円

208万円

246万円

284万円

322万円

360万円

（改正後)13年度

301万円

339万円

377万円

415万円

453万円

491万円

0

1

２

3

4

5

361万円

399万円

437万円

475万円

513万円

551万円

460万円

498万円

536万円

574万円

612万円

650万円

灘鍵灘 ｜繍向式 世 l _

簔暫 ､､乏菫壷三･二:'二 ､ ､堂壹一
ヱー旱 上 音ニニミ ,'

6/27(水）

6/28(木）

6/29(金）

塞蕊識
安良川､舂日町､本町､大

和町､高浜町､有明町､東

本町、肥前町

上手綱､下手綱､秋山､島

名、高萩、石滝、望海

上君田、下君田､横川､中

戸川、若栗、大能、福

平、赤浜、高戸

樹鐵罐ﾘ|ﾘ’
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INFORMATION

〆剛llミス･グリーンふるさと｣を募集
鎮溌

募集人員3人。

対象 10月1日現在18歳以上25歳

以下の県内在住の女性で、自ら車で

各地への移動が可能な人｡また､年間

30日以上イベントに勤務可能な人。

活動期間 10月1日から1年間。

申込全身写真と顔写真、履歴書を

7月13日(金)までに持参、または郵

送（必着)。※未成年者は、保護者

の承諾害を添付。

選考7月22日(日)に面接で審査。

宛先密313-0014常陸太田市木崎

二町937-10(財)グリーンふるさと振

興機構「ミス･グリーンふるさと」係。

●(財)グリーンふるさと振興機構

BO294-72-2266

『七夕ページェントINたかはぎ」
税『 ''、,､

日時7月7日(土)・8日（日）午前

10時～午後3時。

会場駅前ポケットパークと駅前通り。

内容七夕飾りの制作と飾り付け。

※来場した人に、短冊を飾り付けて

もらいます。 8日はゲームコーナー

のほか模擬店を出店予定。

七夕飾りを作る団体を募集

会社やグループで七夕飾りを作り、

駅前通りに飾ってみませんか。

内容短冊や飾りを7月7日(土)に

用意した竹（1団体1本)に飾り付け

ていただきます｡参加費は無料です。

申込6月30B(土)までに電話で

申し込み。

●光のページェントINたかはぎ実行委員会事務局

塚原孝芳さん召22-2400

≦ 「県政ふれあいバス｣の参加者募集
議息，

コースいばらきの秋コースA(介護

実習･普及センター､県窯業指導所､県陶芸美術館)。

発着場所高萩市文化会館。

対象者 15歳以上の県内居住者。

申込官製往復はがきに希望コース、

実施日､希望発着場所､参加者全員(は

がき1枚で4人まで申し込めます)の

住所､氏名､年齢､性別､職業(学年)､自

宅または連絡先の電話番号を記入し

9月14日(金)までに申し込み。

宛先琴310-0802水戸市柵町1-

3－1 茨城県県北地方総合事務所県

民生活課「県政ふれあいバス」係

その他参加料は無料（昼食は各自用意)。

●茨城県県北地方総合事務所県民生活課

BO29-225-2490

ー

鼎ぷ第26回民謡を楽しむつどい
海;￥

とき 7月1日(日)午前10時～午後3時。

会場総合福祉センター。

入場無料。

●民謡法涛会

根本榮さん召22-4347

Ⅱ『巳岸チバレーinたかはぎ2001』
f参加チーム募集

‘嘗日時7月22日（日）午前9時～午

後4時。

会場高萩海水浴場北側特設コート。

募集チーム40チーム。※男女混合

チームは4人1組、男子・女子チー

ムは2人1組。

申込6月15日(金)から30日(土）

までFax(22)4090で受け付け。

●(社)高萩青年会議所

佐久間広仲さんBO90-8479-4477

市川薫さん画090-3098-8764

綴手紙教室の参加者募集

講師斉藤隆子先生。

活動日月2回、木曜日の午前9時

~10時30分。

会場高萩郵便局。

募集人員20人。

参加費無料。※材料費は実費。

申込電話で申し込み。

●絵手紙教室代表

岡本洋子さん召22-4722

■ゲZ諺ボタルの観察会

鯵加者募集
．､~淳､畢弓､

日時6月16日(土)午後7時30分

～9時。※雨天の時は翌日。

会場後谷地区(予定)｡参加費は無料。

申込当日、午後7時30分までに中

央公民館前の駐車場に集合。※小学

生以下は保護者同伴。

恋ダルの確認情報をお害せく蕊さい

夢蒼塾では、市内のホタル生息状況

をまとめた「ホタルマップ」を作る

準備を進めています。昨年と今年、

ホタルを見た場所や日時などの情報

をお寄せください。
むそう

●『夢蒼塾」ホタルの里推進グループ

菊池芳江さんB22-5093

教育講演会｢7か国語で話そう」

日時6月21日(木)午前10時30分

から、22日(金)午後6時30分から。

会場日立シビックセンター。

内容家族や仲間で楽しむ多言語。

講師朴桂子さん･田代洋子さん(言

語交流研究所研究員） 。

参加費無料。※託児(無料）あり。

申込電話で申し込み。

●ヒッボファミリークラブ

木内恭子さん召0294-21-7276

"Ⅱ新バス路線のお知らせ

高萩駅から｢中郷温泉通りやんせ｣ま

での運行を開始しました。

停留所高萩駅:総合福祉センター：

川側入口:高萩営業所:通りやんせ。

また、高萩インターから東京駅行き

の高速バスを毎日運行しています。

ぜひご利用ください。

●(株)日立電鉄バｽ高萩営業所822-3018

＝

”””〉””””〉””煽驫後鬮”面識■韓疑
惑〆"

‘＃‘ , * - .

#；､瀬まう掴は牟護予鱒ま尋Ⅱ惣
蕊理 （祝日は除く）
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SPORTS第26回茨城県学童部野球大会高萩支部予選会
ゞざ津迂"鳶?;” 目繪鯛蛎照匙ﾝド高萩‘6ﾁｰﾑ参加
寧辮旙鴬漁瀞｢優勝』 高浜 ｢準優勝』 松岡 ｢第3位』 島名中央松原
第1回高萩バドミントン大会□4月22日（日） 口市民体育館□31組62人参加

無料⑳組談
財……

〈~行画相談 ＞
日蒔:6廟■4日(未)･28日(木)午

後1蕊~母溌/壜駈: Ⅱ弱民相談室
／相談員：鈴木清相談員

●秘書課‘且揮23"32Q& 蕊 患ﾉ ■

蕊灘鍵難篭蕊纒謹f』 H蕊職溌
女子1部大和田麻由美･原野いずみ(日立）

F女子2部磯野ゆかり･菊池泰子（ひま）

女子3部鈴木明美・水野惠子（ワン）

女子1部

女子2部

fﾙ 口鐵f "群、〃位睡

大森玲子・日高智子（北茨）

宗像幸子･糸永真知子（秋山）

佐々木祐子･鈴木肇子（スマ）

桜場正彦・大江匡之（日立）

菱沼俊博・田辺守（十王）

鷺も準 '擾勝；

森山みつ子･小茂田かおり(バド）

志賀晴美・鈴木由生（バド）

鈴木ユミ子･平藤知子(北茨）

小川原英樹･渡辺博之(バド）男子1"|山本亘･鈴木泰範（日立）
男子2部|渡辺順次･樫村浩明(バド） 小野旺男・大徳崇順（プレ）

※日立＝日立、バドーバド愛好会、北茨＝北茨城レディース、ひま＝ひまわりクラブ、秋山＝秋山バ

ドミントン、ワン＝ワンワンフライデー、スマースマイル、フレーフレームショット、十王＝十王
、雲壁箪睡－－－声－－－2
日時:6月19日(火)午前10時～

午懲3時蕊湯闘､;範民揮談塁ふ？
●蛋活環境課荏23-7031 ＆;￥ 高萩市バレーボール連盟春季一部大会 □4月29日（日） 口市民体育館口男子3ﾁｰﾑ女子6ﾁｰﾑ参加

第3煉蕊Ⅱ 第4位
オーバーレブ

高萩愛好会B 高萩愛好会高萩愛好会

蕊蕊蕊識 ;準優勝

グラッシーズ

安良川

Ｆ
Ａ

優
Ｔ

、
品
ゲ
ル
Ｆ
Ｆ
Ｕ

Ｔ
が
＃

藝
叩

A

一

男子の部

女子の部
<_心配ごと相談 一＞

時／場所：総合福祉センター？§ ？
' : 〈､鴬､' ､ ' ､ ' ､ ' r ;ざ､蕊. ､､ ' ､ '# も〈 "' 『 ' ､,. ､準､" 、'>'
日曝:毎週水曜園の午懲1時蕊3

豐騨溌茎雰祖塗
●社会福祉協議会恋2曇8341

JホークスI

国大会出場(菓罰鶚撫謹品顎鰯慧 ー
成大会へ出場します｡小学生は昨年に引き続き2度目の出場､中学生は初出場となります。

f※剣士隊を募集しています。詳しくl魂■小川藤夫さん霊22塁3443まで。
－

肖瀦鶚革謡認
午／場所:総合福祉センター§譲

C穂柾事識輔呑23白滝§o"ff&□

葺

日躍且毎週火曜日の午後1時－3

時〆蕊所轄萩纈ゼ弗二母ロ
●福祉事務所冠23-7030 ℃

、

中学生の部く写真前列左から〉 宮尾洋輝さん（高萩中
3年:安良川)、北畠佑典さん（同3年:本町)、岡島弘
和さん（同2年:安良川)、石崇宜さん（同3年本町)、
鈴木惠義さん（同3年；下手綱)、鈴木将史さん（秋山

中3年：秋山）

小学生の部く写真前列左から〉 柴田直洋さん（高萩小
6年:本町)、沼田聡史さん（同6年:高戸)、渡辺港人
さん（中郷第二小4年；北茨城市)、岡島侑平さん（高
萩小4年：安良川)、武藤拓也さん（同5年：本町）

日簿:6月20B(水)･26日(知．

7月4日(水)・ 11日(水)、午後1

時慰強時/湯所･的立傑縫所■乱f■
●日立保健所恋0294-22-4188

東大会出場

6月1日(金)から3日（日）にかけ

て、ひたちなか市で行われた第50回関

東高校体操競技大会の女子団体、男子

個人の部に出場しました。

<写真前列左から〉 篠原久美子さん（3年)、高原あゆみさ

ん（2年)、駒木根智代さん(3年)、笠原茜さん(1年) 、

柴田伽子さん（ 1年)､原島美幸さん（1年)､柴龍さん（1

年)、冑太一頁さん（1年)、村井友樹さん（2年）

ｰ

＜ ＞

貯謹■1℃税務について相談を受げま

す。日時：6月20B(水)午前10
． 、 、 ． ． ． 、 .# ． #

時へ詳後3時／場所;箇立郵便局

●日立郵便局厩0294-21-0001

;穂陸家田頑§ 演劇松竹特別公演「付き馬屋おえん」

・日時8月30日(木)午後6時30分開演●会場パルテイホール（常陸太田市） ●

入場料S席4,500円/A席4,000円o発売日 6月30日(土)※窓口販売:午前8時

30分／電話予約：午前9時●問合せパルテイホール恋0294-73-1234
総合福祉センター内浴場 L

函11(月)･25（月）
鍾副9(月)･23(月)ル ル

トイレの汲み取り

鰯創9(土).､10(B)･11 (月)
… 17(白）23(土）24（日）

躍溌:1' (日)･81 (日)･9(月)“
15（日）

雪雲塞ぐ”

漆鐸霧議鋤議謹霧ありがとう曇きい讃し湾蕊
社会福祉協議会へ ・日本加工製紙

20,765円
・松本正昭さん（安良川) 100,OOO円 労働組合青年女性部

・宇野紀行さん（下君田) 100,000円図書館へ図書寄贈

・谷田部庄一さん ・沼田まどかさん（有明町）

外9名共有地地権者会 20,000円 ．益子太治さん（安良川）
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現在の国道6号は、新国道とも呼

ばれていた。それに対して、花貫の

踏切から安良川・本町を縦断し、高

戸・赤浜にいたる陸前浜街道を旧国

道と称していた時代があった。昭和

30年代のころと記憶している。

かつては、日立方面から高萩の市

街に入る唯一の道は、 この花貫の踏

切を基点とする旧国道であった。今

でもこの辺りは、モータリゼーショ

ン前の国道の面影が残っている。

I

ｊ
ｊ
ｉ
Ｊ

綴
１
１
↓
９
鐘 W

諏
嘘
弓
？

f

職

I
守

一

一

一
一
一

…
唯園蒔…

＝

!＝！
『堅 制 F, 鍔1 4：
－

&曹
a

…

司〆

学
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煮鮎釜尭東小学校の松祓木
その昔、海岸に近いこの学校周

辺地域に防風・防砂林として植え

られた松が今に残っています。そ

のうち同校に残る松は11?本｡学校

敷地を囲むように並んで立ち、雨

や風に負けない元気な子どもたち

の学校生活を応援しています。
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ハマボウフウ（セリ科）

(撮影／高浜町地内）
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蝋 罪

6月I日曜当番医です｡“
病院･医院名（所在地） 電話

内田医院（大和町） （22)2137

中村クリニック(十王町） （32)3232

滝川医院（春日町） （23)3100

松岡クリニック(下手綱) | (22)1000

7月〔時間〕

日

1日

8日

午前9時～午後4時

病院･医院名（所在地）

たばたクリニック(高戸）

高萩それいゆ病院(上手綱）

＝1

爵
旨 電話

(20)5511

(24)0770

(32)2000

(24)1212

(23)3113

(22)3512

’

gf

罰

10日

報
I

たかはし小児科医院(十王町）

やすらぎの丘温泉病院(下手綱）

諸原医院（高戸）

立花医院（東本町）

17日

24日 15日

22日

29日

尾蝿却 糾

拶

竃箪 一…｡－－
唖 電 、蕊

“緯＊ 誤捗

⑥月器
NQ496

市報危かはぎ
平成13年6月5日発行

6月の納税
＊市県民税（第1期）

し納期は、7月2日(月)です。
＊国民健康保険税（第1期） ＊国民年金（6月分）

’
5／1現在人口

閻曼
■ホームページで市報がご覧になれます。

ホームページアドレス http://www.net-ibarakinelp/takaha9i/

■市報への意見や市への要望は､Eメールでお寄せください。

電子メールアドレス takahagi@ponet-ibarakme｡lp

34,506人(＋67）

16,995人(＋30）

17,51 1人(＋37）

■編集／高萩市役所秘書課

〒318-8511茨城県高萩市本町1-100-1

恋0293(23)7320

■印刷／㈲さくらい印刷所 ()は前月比世帯数11,943世帯(＋66）
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